
雨天時の積込み日変更による拘束時間削減 兵庫県

一►荷主企業：発荷主L社は、金属加工系製品製造の他、多岐にわたり事業展開している。

今次検討の対象は、金属加工系製品の中から主要品目として製品A、製品Bを選

択し、その製品を輸送する大型トレーラーを中心とした。

運送事業者：

元請運送事業者L-a社は、荷主である製造業L社の物流子会社で、利用運送業務

を行っており、車両は保有していない。

実運送事業者L-bは、元請運送事業者L-a社の協力会社として、製品Aの実運送を

担っているとともに、製品Bを実運送事業者L-cへ委託している。
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―●製品B積込み、出荷に関する拘束時間削減※製品Aは、固有顧客専用品になるので、検討対象としては不適合

①積込み場所が狭陰。
②屋根は、積込みエリアのみ。

③複数台同時の積込み作業は不可。
④フォークリフト稼働もエリアが狭陰なことから複数台稼働は不可。

⑤晴天時は、積込みエリア外でシート掛け実施。

⑥雨天時は、屋根のある積込みエリア内でシート掛け実施。

◎雨天時、及び晴天時との拘束時間比較

雨天時平均積込時間50分⇒晴天時平均積込時間30分鴫バ勺20分の抑制効果
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①今までの取組として、発荷主L社は平準化した出荷計画、ドライバーが行っていた
作業の軽減、元請運送事業者L-a社は、出荷情報の事前入手から、適正配車の実施

等行っており、実運行における大きな課題は抽出されなかった。

②積込みエリアに屋根がなく、かつ狭陰で雨天時にシート掛け作業の順番待ちが生じ
る。③現状施設では、雨天時にシート掛けエリアを確保することは困難。

①雨天時に、シート掛けを積込みエリアで行っていることから、出庫までの時間が拡大

し、手待ち時間が発生している。この状況を改善すべく、走行前日の夕方積込み時が
雨天で、且つ翌朝降雨予想が無い場合、仕向け先が限定されるが、翌朝積、当日走

行へ変更する。
②雨天時積込みエリアの設置検討。
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①検証期間（2017年2月）において、雨天状況は発生しなかった。

② ①の状況から、試験的に前日の夕方積込みを翌朝積込みへ切替、走行。
期間中、切替可能が2台、その積込み所要時間は、平均30分であった。

③雨天時の積込み所要時間が、過去実績が平均so分であったことから、約20分の拘
束時間、抑制効果は検証された。

④雨天時積込みエリアの設置については、設備投資額を踏まえ、継続検討。

①ドライバーの拘束時間が短縮されることにより、実運送事業者L-c社の要員確保に繋
がり、輸送力確保になると考えられる。しかし、降雨による積込み日変更のみの効果
は、想定するケースが少ないことから効果は小さい。

②雨天時積込みエリア設置には、投資対効果及び投資額の関係から、現段階ではメ

リットの想定は困難。

①雨天時を課題としたことから、発荷主L社による、雨天時積込みエリア設置検討に繋
がった。

②しかしながら、前項にも記したとおり、積込み時間の削減（50分⇒30分）のみの効果
による、雨天時積込みエリア設置は、ハードルが高い。
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